


ス信号に適切にチュー ニングできるようにしました。この「二重
変調方式」と新しい「光電変換回路」により、外乱光に対応しつ
つ、同時に低電流化を実現した新たな赤外線センサ ー（有線タ
イプ）を開発しました。

続いて「光電変換回路」をブラッシュアップするとともに、パ
ルス信号をより高周波数化することで、さらなる低電流化を実
現。より省電力が必要な電池駆動型（無線タイプ）の赤外線セ
ンサーも完成させました。

有線タイプと無線の電池駆動型を開発
幅広い用途に採用が広がっている

開発の結果、新製品は、外乱光による誤作動を防ぎ、高い信
頼性を担保しながら、有線タイプで、従来製品より消費電力を
3分の1以下に、電池駆動型では、有線タイプのさらに10分の1
以下にまで低減することに成功しました。電池駆動にすること

で、配線や電気設備工事などの手間や
導入コストの削減も可能にします。

新たな赤外線センサ ーは、寺社仏閣
や港湾・空港、公共施設、大規模イベン
ト会場などに多数採用されています。
電池駆動型 の開発によって、ホ ー ムセ

電池式赤外線センサ送信機 キュリティなどこれまでにない用途に

住宅などのホームセキュリティにも用途が拡大

も採用が広がっています。今回の受賞を追い凰に、さらに販路
を拡大していきたいと考えています。

昨今、セキュリティ分野にも、Alなど新しい技術が次々投入
されており、そうしだ情報・知見をいち早く入手することは不
可欠です。そうした最新技術に対応し、既存にない製品を開発
していきつつも、最も大切にしている のは、お客様が求める
「唯一無二の商品・サ ー ビス」を提供することです。今後も「お
客様第一主義」を貫き、お客様から最も必要とされる会社を目
指していきます。

技術者からひとこと

今回の赤外線センサ ー の開発
で苦心したのは、光電変換回路の
設計です。LC共振回路がうまく機
能しない原因を突き止め、その解
決策を見出すまで、何度も回路設 しと＼ f L i可- \ 
計をやり直し試行錯誤を重ねまし 新商品開発部技術研究室主任技師
た。課題が難しければ難しいほど、 阪口典久氏（写真左）
解決するのが楽しく、やり がいが 新商品開発部電子設計1課2係係長
あります。（阪口氏） 梅野尚己氏（写真右）

本製品の開発では、開発者がつくった設計図をもとに、製品にまで仕
上げていくのが私の役割でした。その中で国際規格に適合した仕様にす
るところ に苦労しました。製品の企画から開発 ・ 製品化まで、すべてに携
われるのが面白い ところです。製品が完成した時は、喜びもひとしおで
した。（梅野氏）
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●代表取締役社長／佐藤和昭
●所 在 地／京都市山科区東野五条通外環西入83-1
●軍 話／075-594-7211（代）
●創業・ 設立／1959年5月 ・1972年1月
●享業内容／セキュリティ ・情報機器とその周辺機器の研究開発製造販売
●ホームページ／https://www.takex-eng.eo.jp/
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●お問い合わせ先／ （公財）京都産業21お客様相談室連携・人財•技術担当 TEL: 075-315-8660 E-mail: kensho@ki21.jp

京都中小企業技術顕彰

京都中小企業技術顕彰は独創性のある優秀な新製品・新技術の開発に成果をあげ、京都産業に貢献した府内の
中小企業およびその技術者の功績を讃える制度で京都府と共同主催しています。
平成5年度から令和7年度の33回で延べ221 社、781 名を表彰。

令和7年度受賞企業一覧
技術大賞 株式会社最上インクス

株式会社アース ・アナライザー

優秀技術賞
NKE株式会社

(50音順） 共進電機株式会社
竹中エンジニアリング株式会社
株式会社横井製作所
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